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下では FSW 中にオーステナイトの安定化が顕著となり、残留オーステナイトの TRIP 現象を利用して継手の機械的特性
を向上することが可能であることを明らかにしている。 
第 1章では、本論文の研究背景、目的および本論文の概要を述べている。 
第 2章では、Cr-Mo 鋼（SCM420 鋼）を用い、FSW 攪拌部に形成する組織と連続冷却試験により形成した組織の比較を
行い、FSW 攪拌部では、連続冷却試験において全面マルテンサイトとなる冷却速度であっても、微細フェライト粒の形
成およびオーステナイトの残留が生じる事を明らかにしている。 




を含む Fe-24wt%Ni-0.1%C 鋼をモデル材料として用いた結果、FSW 中の塑性加工によってオーステナイト粒径が数 µm
へと微細化され、残留オーステナイト量が顕著に増加することを明瞭に観察している。 
第 5 章では、Fe-24%Ni-0.1%C 鋼を用い、接合条件や急速冷却の併用による熱履歴の変化がオーステナイト粒の微細
化およびオーステナイト安定化に及ぼす影響について調査し、接合温度が A3 以下の比較的低い温度の場合に、冷却速
度を向上させることでオーステナイトの微細化および安定化が促進されることが明らかにしている。 





テナイトが引張試験中に TRIP 現象を発現し、加工硬化率の増加により均一伸びが向上することが明らかとなった。 
第 8章では、低合金 TRIP 鋼（0.1%C-1.5%Si-2.0%Mn）を用い、FSW によるオーステナイト安定化の実用材への適用可
能性を検討し、FSW 攪拌部では TIG 溶接継手で問題となる残留オーステナイトの消失を低減し、継手の強度―延性バラ
ンスを向上させることが可能であることを明らかにしている。 
以上のように、本論文は、FSW によるオーステナイト安定化挙動と接合部の機械的特性に及ぼす影響について、種々
の鉄鋼材料について明らかにしており、そこから得られる知見は鉄鋼材料に対する FSW の適用において新たな指針を
与えるものであり、材料工学の発展に寄与するところが大きい。 
よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
